
次世代モビリ ティ の実現に期待

豊かなシニアラ イフを

災害に万全の備えを

も っと チルド レンファ ースト へ

いきいきと 自己実現できるよ う に

グローバルに活躍したい
育児と 仕事を両立したい

女性が活躍できる社会へ

子供を安心して育てたい

も っと 柔軟に働きたい

男性育業の推進を

若者のチャレンジを応援

リ スキリ ングしたい

外国語を身に付けたい

再エネの実装を

地域コミ ュニティ の活性化を

世界一安全で安心な都市へ

国際競争力の強化を

自然と 調和したまちづく り を

GX や DX への投資を

官民協働の推進を

中小企業にもっと 支援を

新たなビジネスに挑戦したい

もっと 魅力あふれる街へ

キャ リ ア形成のサポート を

スポーツを楽しみたい

芸術や文化を世界に発信し たい

ヒ ート アイ ラ ンド 対策の推進を

東京産ブランド を盛り 上げたい

住み慣れた地域で必要な医療を

ナイト ラ イフを楽しみたい

観光資源の開発を

DXを進め「 手取り 時間」を増やす

色々な生き方があっていい

地元をもっと 魅力的にしたい

東京戦略
～ 東 京 も っ と よ く な る ～

令和 7（ 202 5） 年3 月
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分野別の取組状況 共生社会

取組の成果

これまでの取組状況
多様性を尊重し、社会の一員として活躍できる環境を整備
（取組の例）東京 大会を契機とした意識醸成、ソーシャルファームの認証・支援、外国人や障害者

が安心して暮らせる環境の整備、インクルーシブな教育の推進、動物殺処分ゼロの継続

ユニバーサルデザインのまちづくりを推進
（取組の例）都営地下鉄全駅でのホームドア設置、インクルーシブな公園づくり、トイレの洋式化

就労に係る普及啓発や採用・定着支援などの多面的な取組により、障害者雇用を推進
人権尊重条例、障害者差別解消条例、手話言語条例を制定するとともに、東京都パートナーシップ
宣誓制度など多様性の尊重に係る制度を構築

（多様性尊重に係る各種取組） （インクルーシブな公園）（障害者雇用数の増加）

2020年 2023年

27,840人
増加

211,492.0人

239,332.0人

都立砧公園「みんなのひろば」※障害者差別解消条例リーフレット東京都パートナーシップ宣誓制度
【受理証明書交付組数】

1,585組（令和７年２月末時点）
※障害の有無や国籍などに関わらず、
あらゆる子供たちが一緒に遊べる遊具広場
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戦略 【働き方】

人権尊重の理念の実現……………………………………
障害の有無に関わらず誰もが輝ける社会の実現………
多文化共生社会の実現……………………………………
ユニバーサルデザインのまちづくり……………………
人と動物との調和の取れた共生社会へ…………………

子供目線に立った政策の推進………………………………
不安や悩みを抱える子供と家庭への支援…………………

結婚を望む方を全力応援……………………………………
安全・安心な妊娠・出産への支援…………………………
子育てしやすい環境づくり…………………………………

「新たな教育のスタイル」を都立高校から展開…………
世界で活躍できるグローバル人材の育成…………………
教育' ; で学びのアップデート……………………………
多様化する子供に応じたきめ細かな教育の充実…………
学校現場における働き方改革の抜本的な推進…………
世界水準の教育研究で
東京・日本の発展に貢献する東京都立大学………………

若者のチャレンジを応援…………………………………
困難を抱える若者をサポート……………………………

社会のマインドチェンジ…………………………………
自らが望むキャリアの形成支援…………………………

柔軟で多様な働き方の推進………………………………
安心して働ける労働環境の整備…………………………
多様な人材の活躍推進……………………………………
就労に困難を抱える方への支援・安定した雇用確保…

高齢者の社会参加・就労促進……………………………
快適に外出できる環境を整備……………………………
生活支援・住まい対策の推進……………………………
社会全体で支援する健康づくり…………………………
介護施策の展開……………………………………………
認知症施策の推進…………………………………………

地域コミュニティ…………………………………………
ボランティアの活性化……………………………………
孤独・孤立対策……………………………………………

戦略 【子供（&KLOGUHQ）】

戦略 【子育て】

戦略 【教育】

戦略 【若者】

戦略 【女性活躍】

戦略 【長寿（Chōju）】

戦略 【コミュニティ（&RP P XQLW\）】

戦略 【共生社会】
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共生社会実現に向けた取組を一層推進し、環境整備を促進
・ 東京 世界陸上や東京 デフリンピック等を契機に共生社会実現に向けた取組を推進させるとともに、複雑化・多様化する

人権課題に対応し、普及啓発の取組を推進
・ インクルーシブな教育の推進、就労に困難を抱える方の活躍の場の創出、障害児とその家庭への支援強化、インクルーシブな

公園の整備等により、ソーシャル・インクルージョン※を一層推進
・ 人と動物との調和の取れた共生社会の実現に向け、動物愛護管理施策の一層の充実や動物愛護相談センターの機能を強化

◼ 最先端技術等の活用により円滑な交流、移動等を実現
・ 障害者、外国人向けロボットや補助デバイス等の活用支援により、誰もが活躍できる社会へ
・ バリアフリーやユニバーサルコミュニケーションの普及促進等により、あらゆる人々の交流、移動が可能に

◼ 外国人も、日本人も、安心して暮らし、ともに活躍できる社会を形成
・ 都市として更なる成長を遂げるため、外国人を含め一人ひとりが地域コミュニティや職場等で力をいかんなく発揮できるよう環境を整備
・ 互いの文化的差異を認め合いながら、安心な暮らしを実現し、地域社会の一員としての活躍をこれまで以上に引き出す

ユニバーサルコミュニケーション技術や次世代移動支援技術
が進展。デフリンピックなどを契機とし、更なる普及拡大が
必要

◼ デジタル技術を活用した交流・移動支援
外国人人口は増加基調で、人口の１割超が外国人の自治体
も存在

◼ 都内外国人人口の状況
都を取りまく状況

年に向けた政策の方向性

AIスーツケース※透明翻訳ディスプレイ

外国人人口上位５区
新宿区

江戸川区

足立区

江東区

豊島区

11

22

33

44

55

43,897人（12.6％）

42,918人（6.2％）

39,331人（5.7％）

37,006人（6.9％）

32,732人（11.2％）
（参考）都内外国人人口647,416人（全人口に占める割合4.65%）

※「全ての人々を孤独や孤立、排除や摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員として包み支え合う」という理念

（2024年1月1日時点）

※視覚障害者の移動を支援する
自律型ナビゲーションロボット

※（）内は区人口に占める割合
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具体的な取組 2024年度末
（見込み）

年次計画
2025年度 2026年度 2027年度

動物の相談支援体制整備 相談支援体制の
整備を促進

獣医系大学との協働 ー

年への展開

203
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人人人と動物との調和の取れた共生社会へ

動物の殺処分ゼロの継続 動物愛護相談センターの機能強化

共生社会

◼ 動物愛護管理施策の更なる充実により、家族の一員であり、生活に潤いや癒しを与えてくれる動物との共
生を推進し、心豊かな社会を実現

◼ 都民に開かれ、より親しみやすい人と動物の共生推進拠点の創出に向け、動物愛護相談センターの機能を
強化するとともに、適正飼養の啓発や多様なパートナーとの協働・連携を通じて、殺処分ゼロを継続

• 動物の引取数減少に向け、動物教室の開催や動物病院等で
の啓発資材配布など、適正飼養・終生飼養の普及啓発を実施

• 離乳前子猫の育成・譲渡支援や動物情報サイト「ワンニャンとう
きょう」での情報発信を通じ、新たな飼い主への譲渡機会を拡大

• 飼い主等が身近な地域で相談支援を受けられるよう体制整備
に取り組む区市町村を支援

• 動物愛護管理施策の中核を担う新たな動物愛護相談セン
ターの整備に向け、整備方針などを具体化

• 獣医系大学と協定を締結し、獣医系大学と協働した動物愛
護相談センター職員の人材育成や普及啓発を実施 【新】

◼ 殺処分ゼロを継続
（匹）

区市町村での相談支援体制を整備

動物愛護相談センター職員への人材育成を実施
獣医系大学と連携した普及啓発の実施

主な施策

政策目標

３か年のアクションプラン（主要）

◼ 身近な地域での相談・支援体制を
全区市町村において整備

共生社会

ゼロを継続

（2024年度実績）
東京都動物愛護管理推進計画（ハルスプラン）
に基づき、区市町村において、飼い主等が身近
な地域で相談支援を受けられる体制の整備を
促進中

ϭϳ ϯ

◼ 身近な地域での動物の相談・支援体
制の整備を促進【2030年】

◼ 人と動物との共生社会の実現に向け、
多面的な動物愛護管理施策を推進し、
動物殺処分ゼロを継続

は
じ
め
に

「
未
来
の
東
京
」

戦
略
を
振
り
返
る

都
政
を
取
り
巻
く

情
勢
の
変
化

新
た
な
「
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
描
く

セ
ー
フ

シ
テ
ィ

分
野
横
断
的
な
政
策

ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
２
０
３
５
年
に

向
け
た
「
戦
略
」

0 1

0 2

0 3

0 4

参
考
資
料

0 5

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ




